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西暦（暦年） 満年齢 事   項 
明治 17 年（1884） 0 歳 3 月栃木県足利郡小俣村（現足利市）に生まれる。 
明治 26 年（1893） 9 歳 3 月足利尋常小学校卒業 
6 月に埼玉県大里郡熊谷町（現熊谷市）に転居する。 
6 月大里高等小学校に入学 
明治 29 年（1896） 12 歳 3 月大里高等小学校第 3 学年終了 
4 月埼玉県第二尋常中学校（現埼玉県立熊谷高等学校）入学 
明治 33 年（1900） 16 歳 冬、忍町（現行田市）に転居 
明治 34 年（1901） 17 歳 3/28 埼玉県第二尋常中学校卒業 
4/11 弥勒高等小学校に代用教員として採用 
5/16 小学校准教員免許取得 
明治 36 年（1903） 19 歳 3 月東京音楽学校甲種師範科を受験し不合格 
明治 37 年（1904） 20 歳 9/21 死亡 
 
表２．下総覚三（皖一）年譜 
暦年（西暦） 満年齢 事   項 
明治 31 年（1898） 0 歳 3/31 埼玉県北埼玉郡原道村（現加須市）で生まれる。 
明治 43 年（1910） 12 歳 3 月原道尋常小学校卒業 
明治 45 年（1912） 14 歳 3 月栗橋高等小学校卒業 
4 月埼玉県師範学校師範学科第一部入学 
大正 6 年（1917） 19 歳 3 月埼玉県師範学校師範学科第一部卒業 
4 月幸手尋常小学校訓導となるも休職、東京音楽学校甲種師範科入学 
大正 8 年（1919） 21 歳 2/15、7/25 学友会土曜演奏会でオルガン演奏、この年『音楽』10 巻 2、
3、6、11 号に短歌発表。白桃と号す。 
大正 9 年（1920） 22 歳 3 月甲種師範科主席卒業、音楽と国語の 2 枚免許取得。 
長岡女子師範学校教諭兼訓導となる。 
大正 10 年（1921） 23 歳 1 月飯尾千代子（大正 9 年東京音楽学校乙種師範科卒）と結婚 
6 月秋田県師範学校教諭兼訓導、秋田県高等女学校嘱託 
大正 11 年（1922） 24 歳 3 月岩手県師範学校教諭兼訓導 
大正 13 年（1924） 26 歳 8 月栃木県師範学校教諭兼訓導、週末は作曲のレッスンのため東京の
信時潔宅へ通う。この年、覚三は皖一、千代子は伸江と改名する。 
昭和 2 年（1927） 29 歳 3 月栃木県師範学校退職、上京。東京の複数の小中学校で唱歌・音楽
を教え始める。 
昭和 7 年（1932） 34 歳 3/21 文部省在外研究員として作曲法研究のためドイツ留学。 
ベルリン高等音楽学校でヒンデミットに師事。 
昭和 9 年（1934） 36 歳 9/3 帰国、同月東京音楽学校教務嘱託、11 月講師嘱託、 
12 月助教授 
昭和 17 年（1942） 44 歳 3 月教授昇任 
昭和 31 年（1956） 58 歳 10 月東京芸術大学音楽学部長就任（～1959.6.1） 
昭和 37 年（1962） 64 歳 7/8 死亡 
 
音楽青年の上京・進学 



















26 年の席次は 136 人中 55 番で「唱歌」の成績は 10
点中 9 点であった（小林 1969：132-133）。明治 29
年（1896）に大里高小を 3 年で退学し，埼玉県第二





現存する『秀三日記』は明治 34 年（1901）1 月 1
























































































































明治 37 年の『秀三日記』で現存するのは 4 月か






























― 15 ― 
（下総 1954：61）。明治 45 年（1912）に栗橋高小
を卒業し，浦和町にある埼玉県師範学校師範学科第
一部に入学して寄宿舎に入った。 
























































成田は下総より 5 歳年上で明治 26 年（1893）に
秋田県北秋田郡米内沢村（現北秋田市）に生まれ，













表３．埼玉県師範学校本科一部における「音楽」の週時間数と程度（明治 44 年度より改正実施） 
学年 週時間数 程   度 
1 学年 ２ 楽典、基本練習、軍歌、唱歌 
2 学年 ２ 楽典、基本練習、軍歌、唱歌、楽器使用法 
3 学年 ２ 楽典、基本練習、単音唱歌、複音唱歌、楽器使用法、教授法 
4 学年 ２ 単音唱歌、複音唱歌、楽器使用法 
 








を演奏していたのである。2 年のときは大正 8 年 2
月 25 日の学友会第 25 回土曜演奏会に出演しギルマ
ン作曲「カンツォネッタ」を弾き，3 年生のときは




であり（2 年生のときは大正 8 年発行の 10 巻 2 号














6 年間に 4 校も異動した。しかも長岡から秋田へ北
上した後は岩手，栃木と勤務地が東京に近づいてい
る。この時期，下総は音楽人生のリセットを模索し
ていたのではないか。現に大正 13 年（1924）8 月に
栃木県師範学校に赴任すると毎週日曜日に信時潔
（1887-1965）から作曲のレッスンを受けるため東






























































































（2020 年 10 月 20 日受付） 
（2020 年 12 月 8 日受理） 
  
